
             調査期間      2022年7月16日（土）～ 7月18日（月）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,344人

　　　　　　　　　　              固定　769人　　　　　　　携帯  1,575人　　　

             回答数（率） 　1,216人（51.9％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　489人（63.6％)　 携帯  727人（46.2％）

1． 支持する ･････････ 59.4 ％
2． 支持しない ･････････ 21.1 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 19.6 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 11.2 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 22.0 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 16.1 ％
4． 実行力があるから ･････････ 6.5 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 40.0 ％
6． その他 ･････････ 0.1 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 4.0 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 43.8 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 18.4 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 3.5 ％
4． 実行力がないから ･････････ 20.3 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 9.0 ％
6． その他 ･････････ ―― ％
7． わからない、無回答 ･････････ 5.1 ％

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んで
お答えください。（N=256件）

2022年7月　 政治意識月例電話調査

調査の概要

      ※携帯電話の普及状況を考慮して、2022年7月調査から固定と携帯の目標回答数の割合を
         ５：５から４：６に変更しました

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んでお
答えください。（N=722件）
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1． 自民党 ･････････ 38.4 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 5.3 ％
3． 日本維新の会 ･････････ 6.5 ％
4． 公明党 ･････････ 4.4 ％
5． 国民民主党 ･････････ 1.6 ％
6． 共産党 ･････････ 3.0 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 1.4 ％
8． 社民党 ･････････ 0.6 ％
9． ＮＨＫ党 ･････････ 0.9 ％

10． 参政党 ･････････ 0.9 ％
11． その他の政治団体 ･････････ 0.1 ％
12． 特に支持している政党はない ･････････ 29.6 ％
13． わからない、無回答 ･････････ 7.3 ％

1． 与党の議席がもっと多いほうがよかった ･････････ 8.8 ％
2． 野党の議席がもっと多いほうがよかった ･････････ 41.7 ％
3． ちょうどよかった ･････････ 38.0 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 11.5 ％

1． 経済対策 ･････････ 38.1 ％
2． 新型コロナ対策 ･････････ 8.5 ％
3． 外交・安全保障 ･････････ 13.6 ％
4． 社会保障 ･････････ 15.6 ％
5． エネルギー・環境 ･････････ 8.5 ％
6． 憲法改正 ･････････ 6.2 ％
7． その他 ･････････ 1.0 ％
8． わからない、無回答 ･････････ 8.6 ％

1． 影響を与えた ･････････ 11.5 ％
2． 影響はなかった ･････････ 57.6 ％
3． 事件前に投票していた ･････････ 25.0 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 5.9 ％

1． 評価する ･････････ 49.1 ％
2． 評価しない ･････････ 37.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 13.3 ％

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
今回の参議院選挙では、自民党が単独で改選議席の過半数を確保して大勝し、与党は、参議院でも
引き続き安定した基盤を確保しました。この結果をどう思いますか。次の３つから１つ選んでください。

問４
今から選択肢を６つ読み上げます。その中で、岸田政権が、今後、最も力を入れて取り組むべきだと思
うことを１つだけ選んでください。

問５
今回の参議院選挙中に、安倍元総理大臣が、演説中に銃で撃たれて亡くなる事件が起きました。この
事件は、あなたが投票に行くかどうか、あるいは投票先を決める際に、何らかの影響を与えましたか。そ
れとも影響はなかったですか。次の３つから１つ選んでください。

問６
政府は、安倍元総理大臣の葬儀を、国の儀式の「国葬」として今年秋に行う方針です。あなたは、この
方針を評価しますか。しませんか。
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1． 進める必要がある ･････････ 45.1 ％
2． 進める必要はない ･････････ 12.9 ％
3． どちらともいえない ･････････ 32.9 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 9.0 ％

1． 少なすぎる ･････････ 22.9 ％
2． 多すぎる ･････････ 2.3 ％
3． ちょうどよい ･････････ 9.2 ％
4． 人数は問題ではない ･････････ 58.1 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.5 ％

1． 大いに評価する ･････････ 3.5 ％
2． ある程度評価する ･････････ 29.3 ％
3． あまり評価しない ･････････ 42.9 ％
4． まったく評価しない ･････････ 14.6 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 9.8 ％

1． 必要 ･････････ 21.5 ％
2． どちらかといえば必要 ･････････ 34.5 ％
3． どちらかといえば必要はない ･････････ 23.7 ％
4． 必要はない ･････････ 12.6 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.7 ％

1． 賛成 ･････････ 59.4 ％
2． 反対 ･････････ 23.3 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 17.4 ％

問７
今回の選挙で、憲法改正に前向きな、自民・公明両党と、日本維新の会、国民民主党の４党が、改正の
発議に必要な、参議院全体の３分の２の議席を占めることになりました。あなたは、国会で、憲法改正に
向けた議論を進める必要があると思いますか。進める必要はないと思いますか。それともどちらともいえ
ませんか。

問８
今回の参議院選挙では、過去最も多い35人の女性が当選しました。この人数をどう思いますか。次の４
つから１つ選んでください。

問９
あなたは、政府の物価高騰対策を、どの程度評価しますか。次の４つから１つ選んでください。

問１０
新型コロナウイルスについてうかがいます。あなたは、今、国や自治体が、感染防止のための行動制限
を行う必要があると思いますか。必要はないと思いますか。次の４つから１つ選んでください。

問１１
岸田総理大臣は、冬の電力不足を解消するため、最大で９基の原子力発電所の稼働を進める方針を
明らかにしました。あなたは、この方針に賛成ですか。反対ですか。
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1． 男性 ･････････ 52.1 ％
2． 女性 ･････････ 47.9 ％

1． 18・19歳 ･････････ 1.2 ％
2． 20～29歳 ･････････ 5.6 ％
3． 30～39歳 ･････････ 6.5 ％
4． 40～49歳 ･････････ 12.4 ％
5． 50～59歳 ･････････ 16.1 ％
6． 60～69歳 ･････････ 15.7 ％
7． 70歳以上 ･････････ 35.3 ％
8． 無回答 ･････････ 7.2 ％

1． 農林漁業 ･････････ 2.5 ％
2． 自営業 ･････････ 9.8 ％
3． 勤め人 ･････････ 36.6 ％
4． 主婦・主夫 ･････････ 14.9 ％
5． 無職 ･････････ 27.1 ％
6． 学生 ･････････ 2.2 ％
7． その他、無回答 ･････････ 6.9 ％

1． 北海道 ･････････ 4.5 ％
2． 東北 ･････････ 6.7 ％
3． 北関東 ･････････ 9.0 ％
4． 南関東 ･････････ 10.6 ％
5． 東京 ･････････ 9.5 ％
6． 北陸信越 ･････････ 4.9 ％
7． 東海 ･････････ 11.1 ％
8． 近畿 ･････････ 16.4 ％
9． 中国 ･････････ 6.2 ％

10． 四国 ･････････ 3.9 ％
11． 九州 ･････････ 12.2 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 4.9 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 20.1 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 20.6 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 22.5 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 13.2 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 13.8 ％
6． 無回答 ･････････ 9.7 ％

地域

都市規模

職業

性別

年層
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